
 

令和８年７月１日 

消防本部総務課 

 

中濃消防組合における女性職員の活躍の推進に関する特定事業主行動計画（令和３年

５月策定）に基づく取組状況及び数値目標に対する実績の公表。 

 

 

≪数値目標≫ 

  

 

≪取組状況≫ 

 

 

≪目標に対する実績等≫ 

消防吏員に占める女性消防吏員の割合（令和８年４月１日現在） 

消防吏員数 女性消防吏員数 割合 
令和８年度当初に 

おける数値目標 

１６７ ６ ３．６％ ５％以上 

特定事業主行動計画に基づく取組の実施状況の公表 

１ 女性消防吏員の増加 

消防吏員に占める女性消防吏員の割合    令和８年度当初までに５％以上 

採用試験の受験者総数に占める女性の割合  １０％以上 

①  年間を通して市役所、自衛隊、警察等の官公署と合同で説明会を開催し、

公務員を志望する女性に受験を呼びかけています。 

②  消防・救急・救助などの消防活動を実際に見て、体験する体験型採用

説明会を開催しています。 

③  管轄及び近隣の高等学校、大学へ直接出向き、受験を呼びかけていま

す。 

④  ホームページ内で女性消防職員特集記事を掲載し紹介しています。 



採用試験の受験者の総数に占める女性の割合 

 総受験者数 女性の人数 割合 

平成２８年度 １７ ２ １１.８％ 

平成２９年度 １３ ０ ０.０％ 

平成３０年度 １６ ０ ０.０％ 

令和元年度 ２５ ０ ０.０％ 

令和２年度 １５ ２ １３.３％ 

令和３年度 １５ １ ６.７％ 

令和４年度 １４ １ ７.１％ 

令和５年度 ９ １ １１.１％ 

令和６年度 １２ ０ ０.０％ 

令和７年度 １９ ０ ０.０％ 

 

  

≪数値目標≫ 

 

 

≪取組状況≫ 

 

 

 

 

２ 男性職員の子育て目的の休暇等の取得推進 

制度が利用可能な男性職員の配偶者出産休暇の取得割合を８０％ 

育児参加のための休暇の取得割合を５０％ 

①  子どもの出生時における父親の特別休暇（配偶者出産、育児参加等）に

ついて、調整会議、庶務担当者会議などで周知しました。 

②  庁内ネットワークで制度の周知を図っています。 



≪目標に対する実績等≫ 

男性職員の配偶者出産休暇、育児参加のための休暇取得率及び平均取得日数 

 制度が利用可能

な男性職員数 

配偶者出産 

休暇取得率 

育児参加のため

の休暇取得率 
平均取得日数 

平成 28年 ９人 １１.１％ １１.１％ ４.０日 

平成 29年 １３人 ２３.１％ ７.７％ １.７日 

平成 30年 １１人 ０.０％ ０.０％ ０日 

令和元年 ６人 １６.６％ ０.０％ ０日 

令和２年 ６人 １６.６％ ０.０％ ０日 

令和３年 ９人 ４４.４％ ２２.２％ ２.７日 

令和４年 ９人 １１.１％ ３３.３％ ３.７日 

令和５年 １１人 ５４.５％ ４５.５％ ４.６日 

令和６年 ５人 ２０.０％ ２０.０％ ４.０日 

令和７年 ９人 ３３.３％ ６６.６％ ５.５日 

 

 

 

≪数値目標≫ 

 

 

≪取組状況≫ 

 

３ 年次休暇の取得の推進 

職員の年次休暇の平均取得日数 

 平成２７年度より取得日数は増加傾向ではあるが、さらに引き上げを目指

します。 

所属長は、所轄部署の年間業務計画を策定・周知することにより、職員の

計画的な年次休暇の取得促進を図るとともに、職員一人ひとりが、年次休暇

を取得しやすい雰囲気づくりを心掛けました。 

平成２７年度より取得日数は増加傾向ではあるが、さらに引き上げを目指

します。 



≪目標に対する実績等≫ 

 

年次休暇等の取得率 

 毎日勤務 当直勤務 
会計年度 

職員 

H27 年次休暇 平均取得日数 ６.４日 ４.８日 － 

H28 年次休暇 平均取得日数 ６.１日 ５.１日 － 

H29 年次休暇 平均取得日数 ５.９日 ５.１日 － 

H30 年次休暇 平均取得日数 ６.２日 ７.０日 － 

R1 年次休暇 平均取得日数 ６.１日 ７.４日 － 

R2 年次休暇 平均取得日数 ８.７日 ９.７日 １６日 

R3 年次休暇 平均取得日数 ９.０日 １０.８日 １３日 

R4 年次休暇 平均取得日数 １２.９日 １１.９日 １６日 

R5 年次休暇 平均取得日数 １３.６日 １３.４日 １４日 

R6 年次休暇 平均取得日数 １３.２日 １０.５日 １５日 

R7 年次休暇 平均取得日数 １２.３日 １１.２日 ９.６日 

 


